








































































































        物質準位柄,EB-EAイλ侮温度
        NaF十NaL23,基礎吸収0,7200,0500.02550,5220,490LN.T.
        NaGl十NaL2,3基礎吸収0.210,90702550.10840,235004380,2050.11491,1460,381LN.TLN.T.
        NaBr十NaL2,3基礎吸収0.190.450,2650.520,2270.370,2060.511,1020.72L.N.T.L.N.T.
        NaI十NaL2,3基礎吸収0,116100,3151.20,3180.430,2041.3L5590.33L.N.T.L.N.T.
 結果をみると,先ずえの値はハ・ゲンの変化に対して変らない。内殻準位は価電子の結合状態によ
 って殆んど影響を受けない筈であるから,この様な結果は当然期待される。実験的にえの不変性が
 結論されたζとは,Onodera,Toyozawa理論の正当性に対する実験的裏付けを与えるものである。
 次にオについてみると,第1表から分かるごとく,価電子帯からの遷移に対応する励起子にあって
 は,ハロゲンの種類が変われば大きく変化する。一方N才L,,。吸収においては,ハ・ゲンの変化
 に対し鈍感である。これはchargetransfer模型的に励起子吸収を考えてみると,紫外基礎吸収に
 おいては,その励起子の電子と正孔はそれぞれアルカリイオンとハ・ゲンイオンに乗っている。
 電子と正孔問の交換相互作用は,電子と正孔の電荷雲の重なりによって決まる。従ってハロゲンの
 種類が変われば波動関数の重なる度合も変わる為,イの大きさも変わる。一方N詰L,,、における
 励起子にあってはその電子と正孔のどちらもN'イオンに乗っているので,イの大きさはハ・ゲ
 ンの種類の違いには影響を受けないためと思われる。このことによりNがL、,、におい七は,その
 F一励起子はその励起がN'イオンに局在した性格が強いと思われる。又このπ一励起子吸収線
 の吸収強度は,他の吸収構造の吸収強度に較べ著るしく大きい。これはN'L,,、吸収に特有な形
 状であるが,こ.れもTOyozawa理論から上で述べた局所性と関連ずけられる。
 §4総括
十
 (1)実験室用連続光源を開発し,Na一ハライドに於けるNaL2,3吸収スペクトルを室温及び液体
 窒素温度で初めて測定した。
十
 (2)スペクトルの低エネルギー端に現われる二重項構造を持つ鋭い吸収は,NaL,,3準位に正孔
 を持つf一励起子による吸収線である。
 (3)この吸収線の形状は室温でGaussianに近い。
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 これは格子振動を主とする電子一格子相互作用によるものとして解釈出来る。又液体窒素温度は
 Lorentzianに近いが,これは低温においては,励起子吸収と連続吸収との干渉効果による電子
 一電子相互作用が吸収線の形状の主因ではないかと考えられる。
 ㈲乃励起子吸収の二重項構造は,スピ泥軌道相互作用鳳るN九ち。準位の頒に起因す
 るが,成分の吸収強度比は準位の縮重度から期待される値と異っている。これは電子一正孔間の
 交換相互作用の影響を考慮するとうまく説明出来て,第1表に示したごとくなる。
 ⑤全てのNa一ハライドに於いてr一励起子の吸収強度は,この励起子吸収より高エネルギー側に
 存在する吸収構造の吸収強度に較べ著るしく大きい。又NaGlではr一励起子の高エネルギー
 側にbackgroundとの相互作用によると思われるantiresonancedipが観測される。
 (6)芦励起子の形状及び交換相互作用エネルギーイの値がハ・ゲンの変化に鈍感であること,更
 に(5)の実験事実から総合的に判断して,N'転、吸収にあらわれる匹励起子はその局在性が
 強いと思われる。
 (7)r一励起子吸収より高エネルギー側の吸収構造のうち一番顕著な吸収ピーク(液体窒素温度の
 スペクトルでNaG1の場合36、58eVにある)は,その温度依存性と吸収帯の形状の非対称性,
 及び4っ、のNa一ハライドでの良好な対応性,更にバンド計算との対比からX点に生ずるd一励
 起子に起因すると思われる。
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 論文審査結果の要旨
 
 本研究は150～400Aの波長領域に強い連続軟心線を放射する実験室光源を開発し,Naハライ
 ドに於けるN乱+L2,3吸収スペクトルの研究を行ったものであり,∬線励起子に関する新しい知見
 を加えたものである。結果は次の如く要約される。Naハライドに於けるN&+L2,3吸収スペクト
 ルの低energy端に現われる2重項構造の鋭い吸収線は,低温にする程sharpになり,そのpe誼
 energyは高energy側にずれる。又,紫外基礎吸収スペクトル及び帯構造計算の結果との比較に
十
 よりこの鋭い吸収線はN&L,3準位に正孔を持つr一励起子によるものと結論きれる。この吸収
 線の形は室温ではGauss型に近いが,液体窒素温度ではLorentz型に近い。従って吸収線の形を
 支配するものは室温では電子一格子相互作用が,又液体窒素湿度では電子一電子相互作用による励
 起子吸収と連続吸収との干渉効果が主役をなすと結論する。F一励起子吸収に於ける2重項構造
 に関しては,両成分の強度比とenergy差から考えて,電子一正孔間交換相互作用∠,及びスピン
 ー 軌道分裂え,によるものである事がわかった。On(xier乱とToyozawaの理論によりNaCiでは
 イ罵0.235,λコO.205,N&Brでは∠=0、227,え=0.206,Nalでは∠罵0.318,え=0204と得られ
 る。えがハロゲンの変化に対し一定である事は,Onodera～Toyozawa理論の正当性を裏付ける
 ものであり,又∠がハロゲンの変化に対し比較的鈍感であることはNa+L,,、吸収のF一励起子が
ナ
 N&イオンに局在する強い傾向を示すと結論する。更にr励起子吸収が高energy側の吸収強度に
 比し著るしく大きいことも局在性を裏付ける。高energy側の吸収構造に対しても帯理論との比較
 検討により詳細な考慮が加えられている。
 oo十
 以上,著者はこれまで測定例のなかった300A～400A領域に於けるNaL2,3吸収スペクトル
 を精密に測定することにより,卯線励起子に関する詳しい知見を得,軟躍線領域に於ける光物性に
 重要な新しい貢献をした。よって中井俊一提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認めろ。
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